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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年10月6日(2016.10.6)

【公開番号】特開2015-55477(P2015-55477A)
【公開日】平成27年3月23日(2015.3.23)
【年通号数】公開・登録公報2015-019
【出願番号】特願2013-187151(P2013-187151)
【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｒ  20/04     (2013.01)
   Ｇ０４Ｒ  20/00     (2013.01)
   Ｇ０４Ｇ   5/00     (2013.01)
   Ｇ０４Ｒ  60/14     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｒ   20/04     　　　　
   Ｇ０４Ｃ    9/02     　　　Ａ
   Ｇ０４Ｇ    5/00     　　　Ｊ
   Ｇ０４Ｒ   60/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　前記表示部を制御する表示制御部と、
　時刻情報、および、うるう秒情報を含む衛星信号を受信する受信部と、
　内部時刻情報を計時する計時部と、
　前記受信部を制御して前記時刻情報を取得する測時部と、
　前記受信部を制御して前記うるう秒情報を取得するうるう秒取得部と、
　前記測時部が取得した前記時刻情報で前記内部時刻情報を修正する時刻修正部と、
　前記うるう秒取得部が取得した前記うるう秒情報で前記内部時刻情報を修正するうるう
秒修正部と、を有し、
　前記測時部の動作の後に前記うるう秒取得部が動作する場合、
　前記時刻修正部は、前記測時部が取得した前記時刻情報で前記内部時刻情報を修正し、
　前記表示制御部は、前記時刻修正部により修正された前記内部時刻情報に基づく時刻を
、前記うるう秒取得部が前記うるう秒情報を取得する前に前記表示部に表示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子時計において、
　前記表示制御部は、前記測時部の動作の後に前記うるう秒取得部が動作する場合、前記
測時部による前記時刻情報の取得結果を、前記うるう秒取得部が前記うるう秒情報を取得
する前に前記表示部に表示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電子時計において、
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　前記表示制御部は、受信結果の表示命令を受け付けると、前記うるう秒情報の受信結果
は表示させずに、前記測時部による前記時刻情報の受信結果を前記表示部に表示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の電子時計において、
　前記表示制御部は、前記測時部の動作の後に前記うるう秒取得部が動作する場合、前記
うるう秒情報の受信待機状態であることを示すうるう秒待機情報を、前記うるう秒取得部
が前記うるう秒情報を取得する前に前記表示部に表示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項５】
　請求項４に記載の電子時計において、
　前記うるう秒待機情報は、前記測時部が前記時刻情報を取得した際に検出できる前記う
るう秒情報の受信タイミングまでの残り時間である
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項６】
　請求項４または請求項５に記載の電子時計において、
　前記表示部は、秒針、分針、時針、および、文字板を有し、
　前記表示制御部は、前記測時部の動作の後に前記うるう秒取得部が動作する場合、前記
時刻修正部により修正された前記内部時刻情報に基づく時刻を、前記分針および前記時針
を用いて表示させ、前記うるう秒待機情報を、前記秒針を用いて表示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の電子時計において、
　前記うるう秒取得部は、うるう秒受信条件に該当する場合、前記測時部の動作の後に動
作する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項８】
　請求項７に記載の電子時計において、
　記憶部を有し、
　前記うるう秒受信条件に該当する場合は、前記記憶部に前記うるう秒情報が記憶されて
いない場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の電子時計において、
　前記うるう秒受信条件に該当する場合は、予め設定されたうるう秒受信期間であり、か
つ、前記うるう秒受信期間で前記うるう秒情報の受信に成功していない場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の電子時計において、
　前記測時部は、自動受信を開始する条件に該当した場合、前記受信部を制御して前記時
刻情報を取得する動作を開始する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の電子時計において、
　前記自動受信を開始する条件に該当する場合は、予め設定された定時受信時刻になった
場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１２】
　請求項１０または請求項１１に記載の電子時計において、
　ソーラーパネルを有し、



(3) JP 2015-55477 A5 2016.10.6

　前記自動受信を開始する条件に該当する場合は、前記ソーラーパネルの発電電圧または
発電電流が設定値以上になった場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１３】
　表示部と、
　時刻情報、および、うるう秒情報を含む衛星信号を受信する受信部と、
　内部時刻情報を計時する計時部と、
　前記受信部で受信した前記時刻情報および前記うるう秒情報に基づいて前記内部時刻情
報を修正し、前記修正した内部時刻情報に基づく時刻を前記表示部に表示させる制御部と
、を有し、
　前記受信部が、前記時刻情報を受信した後に前記うるう秒情報を受信する場合、前記制
御部は、前記受信部が前記うるう秒情報を受信する前に前記受信した時刻情報に基づいて
前記内部時刻情報を修正し、前記修正された内部時刻情報に基づく時刻を、前記うるう秒
情報が受信される前に前記表示部に表示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の電子時計において、
　前記表示部は、秒針、分針、時針、および、文字板を有し、
　前記受信部が前記時刻情報を受信した後に前記うるう秒情報を受信する場合、前記制御
部は、前記修正された内部時刻情報に基づく時刻を、前記分針および前記時針を用いて表
示させる
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１５】
　請求項１３または請求項１４に記載の電子時計において、
　前記受信部は、うるう秒受信条件に該当する場合、前記時刻情報を受信した後前記うる
う秒情報を受信する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の電子時計において、
　記憶部を有し、
　前記うるう秒受信条件に該当する場合は、前記記憶部に前記うるう秒情報が記憶されて
いない場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１７】
　請求項１５または請求項１６に記載の電子時計において、
　前記うるう秒受信条件に該当する場合は、予め設定されたうるう秒受信期間であり、か
つ、前記うるう秒受信期間で前記うるう秒情報の受信に成功していない場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１８】
　請求項１３から請求項１７のいずれか１項に記載の電子時計において、
　前記受信部は、自動受信を開始する条件に該当した場合、前記時刻情報を受信する動作
を開始する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の電子時計において、
　前記自動受信を開始する条件に該当する場合は、予め設定された定時受信時刻になった
場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項２０】
　請求項１８または請求項１９に記載の電子時計において、
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　ソーラーパネルを有し、
　前記自動受信を開始する条件に該当する場合は、前記ソーラーパネルの発電電圧または
発電電流が設定値以上になった場合を含む
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項２１】
　表示部と、
　時刻情報、および、うるう秒情報を含む衛星信号を受信する受信部と、
　内部時刻情報を計時する計時部と、
　を有する電子時計の表示制御方法であって、
　前記受信部を制御して前記時刻情報を取得する測時ステップと、
　前記受信部を制御して前記うるう秒情報を取得するうるう秒取得ステップと、
　前記測時ステップで取得した前記時刻情報で前記内部時刻情報を修正する時刻修正ステ
ップと、
　前記うるう秒取得ステップで取得した前記うるう秒情報で前記内部時刻情報を修正する
うるう秒修正ステップと、
　前記表示部に情報を表示させる表示ステップと、を有し、
　前記測時ステップの後、前記うるう秒取得ステップが実行される場合、
　前記時刻修正ステップは、前記測時ステップで取得した前記時刻情報で前記内部時刻情
報を修正し、
　前記表示ステップは、前記時刻修正ステップにより修正された前記内部時刻情報に基づ
く時刻を、前記うるう秒取得ステップで前記うるう秒情報を取得する前に前記表示部に表
示させる
　ことを特徴とする電子時計の表示制御方法。
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